
「多文化共生と想像力」教育プロジェクト意見交換会参加学生募集  

 

日時：3月 7日（金）15:00–18:00 

場所：東京大学本郷キャンパス東洋文化研究所 8階 812号室（変更の可能性あり） 

	 	 	 3階第 2会議室	 ※会場が変更になりました。 

 

「多文化共生と想像力」教育プロジェクトでは、海外の連携候補大学の先生方 6名をお招きし、

現代世界における多文化共生のあり方について、また大学間で共同で展開できるさまざまな活

動について、意見交換会を実施します。 

 

添付の趣旨文について、海外の先生方に発言をお願いし、critical toolとしての「想像力」を鍛え

ることの意味、現代の「多」を構成するさまざまな境界の引き方とその構造、他者理解の可能

性とその限界について、意見交換を行います。学生のみなさんも話し合いに参加し、自由に発

言して下さい。積極的な参加を呼びかけます。 

 

海外大学からの招聘教授： 

Andrew Gerstle（ロンドン大学 SOAS） 

Veronica Taylor（オーストラリア国立大学） 

Cody Poulton（ヴィクトリア大学） 

Peter Eckersall（ニューヨーク市立大学） 

Reginald Jackson（シカゴ大学） 

沈衛栄（清華大学） 

 

使用言語は英語ですが、発言は日本語を交えてでもかまいません。とくに準備はいらないので、

添付の趣旨文を読んで、議論に参加して下さい。 

 

出席希望者は、3月 6日（木）17:00までに、以下のアドレスに連絡すること。 

 

エリス俊子 ellis[at]boz.c.u-tokyo.ac.jp（[at]を@に変えてください） 

 

Project Objective: 

In our globalizing society, we are faced with more urgency than ever before with the question concerning 
the possibility of multi-cultural, multi-ethnic co-existence.  In our project we will place a particular 



focus on the role of creative imagination as having the potential to breakdown or overcome the borders 
that have defined, or so deeply influenced, our ways of thinking since the beginning of the modern era.  
By conceptualizing imagination as a kind of a critical tool, we will examine both the pitfalls and the 
emancipatory aspects of globalization, which is quickly permeating our everyday life.  In doing so, we 
will also look into our historical past, our common cultural heritage and the trajectory of the modern at 
the fringe of which we find ourselves.  Through our activities, we wish to explore, through the training 
of our imaginative competence, various possibilities of opening up to, relating to, approaching, 
understanding and sharing with peoples of “other” cultures and societies. 
 
	 経済的価値が牽引するグローバル化とグローバル化がもたらす文化的多様化・多元化のなか

で、他者・異文化へと創造的に開かれた想像力を構築し鍛錬することの重要性がますます高ま

っている。本プロジェクトでは、「多文化共生と想像力」を中心的な問題関心に据え、そうした

想像力の鍛錬のための実践的な導入を行う。ここでいう「多」の構成単位とは国民国家や民族、

言語等に限定されるものではなく、ジェンダーや身体性、社会的強者と弱者といった様々なか

たちでの線引きがもたらす「多」のあり方をも射程に入れるものである。境界の引き方そのも

のへの批判的な視座を獲得し、一方で、均質化の圧力としてはたらくグローバル化に抗するた

めに、境界への眼差しを鍛えることによって、差異と向き合い、「共生」のあり方を模索し、そ

のための実践知を探ることを目的とする。 
 
なお、2014年度は、“Critiquing Diversity”をテーマとして活動を展開する予定である。 
 

 


